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花
巻
市
に
あ
る
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

を
訪
ね
る
と
、
色
鮮
や
か
な
花
々
が

辺
り
一
面
に
咲
き
誇
っ
て
い
た
。
多

種
多
様
な
花
を
栽
培
し
、
周
年
出
荷

を
行
っ
て
い
る（
有
）岩
手
園
芸
。
代

表
取
締
役
で
あ
り
父
で
も
あ
る
佐
藤

巧
さ
ん
の
背
中
を
追
い
、
情
熱
を
燃

や
す
の
が
長
男
の
隼
さ
ん
だ
。

　

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
は
幼
き
頃
の
遊

び
場
。
物
心
付
い
た
頃
か
ら「
花
」が

身
近
な
環
境
で
育
っ
た
。
そ
ん
な
隼

さ
ん
が
家
業
を
継
ぐ
事
を
考
え
始

め
た
の
は
花
巻
農
業
高
校
在
学
中

の
事
だ
。
昭
和
39
年
に
祖
父
が
設
立

し
た
農
園
を
引
き
継
ご
う
―
。
そ
う

思
い
、
千
葉
大
学
に
進
学
。
花
を
専

攻
し
て
２
年
間
学
ん
だ
の
ち
、
茨
城

県
の
次
世
代
育
成
会
社
で
生
産
を

中
心
に
出
荷
方
法
や
販
売
な
ど
に
つ

い
て
実
習
を
積
ん
だ
。隼
さ
ん
は「
勉

強
と
経
験
の
多
く
が
今
に
活
か
さ
れ

て
い
る
」と
当
時
を
振
り
返
り
話
す
。

現
在
も
そ
の
会
社
の
社
員
と
年
に

数
回
会
う
機
会
が
あ
り
、
貴
重
な
情

報
交
換
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

　

平
成
25
年
に
帰
郷
、
就
農
し
た

隼
さ
ん
。（
有
）岩
手
園
芸
の
社
員
と

し
て
土
入
れ
・
か
ん
水
・
出
荷
作
業

な
ど
生
産
に
携
わ
る
傍
ら
、
鉢
花
生

産
部
会
の
一
員
と
し
て
巡
回
や
検
討

会
な
ど
の
部
会
行
事
に
参
加
。
Ｊ
Ａ

オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
の
鉢
植
リ
ン
ド
ウ

「
花
巻
銀
河
ブ
ル
ー
」の
栽
培
技
術
を

磨
い
て
い
る
。
と
き
に
は
、
産
地
を

担
う
期
待
の
星
と
し
て
市
場
関
係
者

に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
。

品
種
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。
そ

ん
な
隼
さ
ん
に
や
り
が
い
を
問
う
と
、

「
お
客
さ
ん
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い

た
と
き
」と
笑
顔
を
見
せ
る
。『
と
て

も
美
し
い
花
。
生
き
生
き
と
咲
い
て

い
ま
す
。
日
々
の
作
業
、
大
変
だ
と

思
い
ま
す
が
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。』

丁
寧
に
書
き
綴
ら
れ
た
言
葉
一
つ
一

つ
が
隼
さ
ん
を
支
え
て
い
る
。

　

隼
さ
ん
は「
早
く
世
代
交
代
で
き

る
よ
う
経
営
や
営
業
に
つ
い
て
も

勉
強
し
て
い
き
た
い
」と
意
気
込
む
。

将
来
の〝

３
代
目〞

の
挑
戦
は
始
ま
っ

た
ば
か
り
だ
―
。

「花巻銀河ブルー」は、平成27年にデビュー
したＪＡいわて花巻だけで生産するオリジナル
品種の鉢植リンドウです。耐暑性に優れ、光
沢のある濃い青色や大きく開く花が特長です。

光沢のある濃い青色や室内観賞で１カ月以上楽し
める期間の長さ、一輪の大きさや一鉢に咲く花数
の多さなどが魅力の品種です。

開花した花弁の深い青色と、雄しべ・雌しべの乳
白色の群生が星空のように見え、花巻の偉人・宮
沢賢治が描いた童話「銀河鉄道の夜」の世界観を
イメージできることから名付けました。

鉢植リンドウの需要期は９月の「敬老の日」ですが、
花巻銀河ブルーは「最も美しい状態でお客様に届
けたい」という生産者の思いから、産地・消費地と
もに気温が低下し品種の魅力を最大限に引き出せ
る１０月にこだわって出荷しています。

魅力

名前の
由来

出荷
時期

花巻銀河
ブルーⓇ

Green
Soldiers

「花巻銀河ブルー」の出荷直前の手入れ作業。良い商品を出荷できるよう、丁寧にこだわって作業を進める

数多くあるビニールハウスから、出荷物を台車に載せて運ぶ 出荷時期を迎えた一面に咲く「シクラメン」

C O N T E N T S ◉No.249／平成30年（2018）11月号

代
々
受
け
継
が
れ
る
花
栽
培

父
の
背
中
を
追
う〝

継
承
人〞

佐 藤 　 隼
花巻市

農
追
い
人

02	 農追い人

 Green Soldiers
04	 特集

 農業まつり

10	 ぽらーのNEWS◉地域の話題
12	 あぐりネット
13	 旬の産直大百科／ぽらーの広場
14	 Information ◉理事会だより／監事会だより
16	 風趣点景　◉管内四季だより／編集後記

Profile
平成25年４月に就農し、祖父・祖母・父・母と５人で暮らす。「シクラメン」10万鉢や「カーネーション」４万鉢、
「リンドウ」４万鉢など鉢花を中心に生産する（有）岩手園芸で働く。ＪＡ鉢花生産部会の部会員でもある。
モットーは「１日１日を精一杯頑張る」。

ちょっと

いい話

【 コーナータイトルの由来 】
「GREEN SOLDIERS」は「グ
リーンソルジャーズ」と読み、「農
追い人」と併せ、“農業に夢や希
望を持って働く人”という意味を
込めています。毎月、若手農業
者や新規就農者を紹介します。

趣味・マイブーム

週３回はラーメンを食べており、
酢とラー油を入れるのがこだわりです。

最近は、辛めのラーメンに
はまっています。

ラーメンを食べる事

キジトラを飼っていて

仕事の合間に

癒されています
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キッズカーニバル

郷土芸能

　

花
巻
東
高
校
に
よ

る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。

実
演
し
た
書
は
メ
イ

ン
ス
テ
ー
ジ
に
飾
ら

れ
ま
し
た
。　

３
チ
ー
ム
14
人
が
参
加

し
、制
限
時
間
内
に
協
力
し

あ
っ
て
色
と
り
ど
り
の
工
夫

を
凝
ら
し
た
お
に
ぎ
り
を

作
り
ま
し
た
。最
優
秀
賞
は

湯
本
小
学
校
の「
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
ス
タ
ー
ズ
」チ
ー
ム
の

「
ト
ト
ロ
の
森
」に
贈
ら
れ

ま
し
た
。

ミレットマンは、世の中を好き嫌
い人間だらけにしようと企む「ヘン
ショッカー」からみんなを守る花巻
のヒーローのことだよ！

　
Ｊ
Ａ
は
10
月
、
Ｊ
Ａ
管
内
各
地
域
で
農
業

ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。
生
産
者
と
消
費

者
が
交
流
を
深
め
、
来
場
し
た
多
く
の
人
た

ち
と
と
も
に
、実
り
の
秋
を
楽
し
み
ま
し
た
。

各
ま
つ
り
会
場
で
は
、
来
場
し
た
多
く
の
方

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
各
地
域
の

気
候
風
土
を
活
か
し
て
育
て
ら
れ
た
地
場
産

品
や
地
元
の
特
産
品
を
販
売
。
会
場
は
多
く

の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
今
月
の
特
集
で
は
、
各
ま
つ
り
会
場
の
様

子
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

お
に
ぎ
り

コ
ン
テ
ス
ト

書
道
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス

農
業

　

ま
つ
り

1		「ご飯を食べよう！飯炊き名人参上」。51の農家
組合がさまざまなオリジナル味付けご飯を羽釜で
炊いてお振る舞い

2		子どもの健やかな成長を祈る「一升餅背負い」。子
どもたちの微笑ましい姿がたくさんみられました

3		産地間交流を行っている和歌山県のＪＡ紀の里が
旬の農産物を販売

4		「三世代ふれあい餅つき大会」では
52の臼が会場にズラリと並びまし
た。つきたてのお餅はきなこをま
ぶして来場者に振る舞いました

5・6		4つの保育園や幼稚園が可愛
らしい踊りや太鼓を披露

7・8		JA管内の郷土芸能を披露
9		大人気ミレットマンショー
⓾		３Rグループの指導で「ちょいかむ
り」を作る体験コーナー

⓫		岩手県オリジナル水稲品種「銀河の
しずく」試食会には長蛇の列が出来
ました

⓬		11農家組合が自慢の芸能を披露し
た「おらほの芸能自慢ショー」

⓭		農産物販売ではお祭り価格の新鮮
野菜や果物が並びました

⓮		活気溢れる青年部コーナー。今年
も「ふっこそば」は大好評でした

6

8

9

5

7 4

1112

14

10

23

1

13

農業まつりSpecial Issue特集 特
集

Special Issue

花巻
地域

第20回農業まつり
10月20日（土）・21日（日）

in JA本店イベント広場（花巻市野田）
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30
農
家
組
合

が
参
加
し
、具
材

に
工
夫
を
凝
ら

し
た「
お
に
ぎ
ら

ず
」を
披
露
。
出

来
上
が
っ
た
お
に
ぎ
ら
ず
は
、来
場

者
に
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

※
カ
ッ
コ
内
は
農
家
組
合
名

【
最
優
秀
賞
】

　
　

い
わ
さ
き
３
区
お
に
ぎ
ら
ー
ズ	

	　
（
岩
崎
三
区
）

【
優
秀
賞
】

　
　

米マ
イ
・
米マ
イ

ク
ラ
ブ
（
妻
川
）

　
　

も
こ
も
こ
チ
ー
ム
（
大
竹
）

【
特
別
賞
】

・
組
合
長
賞

　
　

川
端
農
家
組
合
（
川
端
）

・
シ
ェ
フ
賞

　
　

あ
ね
ち
ゃ
ー
ず
（
後
藤
）

・
実
行
委
員
長
賞

　
　

し
ら
ゆ
り
の
会
（
鬼
柳
３
区
）

　
第
36
回
西
和
賀
農
業
ま
つ
り

実
行
委
員
会
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

表
彰
委
員
会
は
毎
年
、
ま
つ
り

会
場
で
農
業
経
営
・
農
業
生
産
・

農
業
生
活
お
よ
び
組
織
活
動
部

門
な
ど
に
お
い
て
優
秀
な
成
績

を
収
め
た
個
人
・
団
体
を
表
彰

し
て
い
ま
す
。

※
敬
称
略（
カ
ッ
コ
内
は
地
区
名
）

【
農
業
経
営
の
部
】

　
　

川
村　

和
弘
・
栄
子
（
貝
沢
）

【
地
域
振
興
の
部
】

　
　
（
農
）
高
下
代
表
理
事

　
　

吉
田　

正
志
（
高
下
）

【
青
年
農
業
賞
】

　
　

大
堰　

巧
太
（
貝
沢
）

【
女
性
農
業
賞
】

　
　

北
村　

美
喜
子
（
貝
沢
）

お
に
ぎ
ら
ず

コ
ン
テ
ス
ト

「
西
和
賀
農
業
賞
」

表
彰
式

1

6

10

11

12

4

8

5

9

3

2

7 10 9

8

7

4

5

1

6

3

2

西和賀
地域

第36回西和賀農業まつり
10月20日（土）

in 西和賀統括センター（西和賀町沢内）

1	午前と午後の２回行われた「日本最大級の餅まき」。その量は、なんと合わせて750kg！　2	西和賀高校吹奏楽部と同町の吹奏楽
団「山の音楽隊」によるブラスバンド演奏がオープニングを盛り上げました　3・4	湯本保育園と新町保育所の子どもたちによる可
愛らしいお遊戯で会場は笑顔に　5・6	美しい歌声や華麗な舞踊で来場者を魅了した「お楽しみ民謡・歌謡ショー」。中には、中国
の伝統芸能「変面」も　7	縄の先に付いている番号札で景品が決まる「ほっぴき大会」。縄を選ぶ子どもたちの表情は真剣そのもの　
8	子どもたちが参加した「じゃんけん大会」。同町のマスコットキャラクター「カタクリンコちゃん」が出すのは…？　9	焼き立て
を味わえる「ステーキコーナー」。おいしい牛肉に舌鼓　⓾	そばやうどん、豚汁のほか、各支部の女性部がおにぎりや餅などの加工
品を販売　⓫・⓬	きなことしょう油、合わせて20kgもの餅振る舞い。会場には長蛇の列が

農業まつりSpecial Issue特集

北上
地域

第２５回北上地域農業祭
１０月27日（土）・28日（日）

in 北上支店イベント広場
（北上市流通センター）

1・2			二子さといもを使用した温かい「いものこ汁の振
る舞い」を求めて長蛇の列が出来ました

3		雨ニモマケズ頑張る、保育園児たちによるパフォー
マンス。会場は笑顔が溢れました

4		北上市が誇るブランド牛「きたかみ牛」を両日合わせ
て33kgをお振る舞い

5・6		12の農家組合が歌や舞踊を披露した芸能公演
7	迫力満点の「長野獅子踊り」
8		JAの各支店が露店を並べた「テント村」。その中でも
ネギのつかみ取りは大人気

9		各支店の職員が心を込めたおもてなし
⓾	青年部は各支部でテントを出し、ホタテなどを販売
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Ｊ
Ａ
で
は
、
農
業
に
対
す
る
理
解

と
認
識
を
深
め
、
農
業
技
術
交
換
と

生
産
意
欲
向
上
を
目
的
に
、
農
産
物

展
示
品
評
会
を
農
業
ま
つ
り
に
合
わ

せ
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
本
店
で
行

わ
れ
た
「
第
20
回
農
業
ま
つ
り
」
で

は
、
４
地
域
か
ら
組
合
員
の
皆
様
が

丹
精
込
め
て
育
て
た
自
慢
の
農
作
物

の
出
品
を
頂
き
、
盛
大
に
開
催
し
ま

し
た
。
受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

※	

敬
称
略
（
カ
ッコ
内
は
支
店
名
。
北
上
・
遠
野
・
西
和
賀
は
地
域
名
）

	
	

・
根
子
佐
恵
子
（
笹
間
）
ミ
ニ
ト
マ
ト

	
	

・
佐
々
木
静
男
（
大
迫
）
ナ
ス

	
	

・
佐
藤
和
光
（
矢
沢
）
カ
ボ
チ
ャ

	
	

・
高
橋
ふ
み
子
（
北
上
）
サ
ト
イ
モ

	

優
良
賞	

・
藤
原
孝
雄
（
大
迫
）
ピ
ー
マ
ン

	
	

・
佐
藤
ア
ツ
子
（
矢
沢
）
ピ
ー
マ
ン

	
	

・
合
澤
誠
一
（
東
和
）
ネ
ギ

	
	

・
本
館
京
子
（
笹
間
）
ブ
ロ
ッコ
リ
ー

	
	

・
三
宅
勇
造
（
遠
野
）
ハ
ク
サ
イ

	
	

・
阿
部
実
（
遠
野
）
ナ
ガ
イ
モ

	
	

・
鈴
木
茂
（
北
上
）
ト
マ
ト

	
	

・
菊
池
公
男
（
東
和
）
ネ
ギ

	
	

・
悦
淵
深
吉
（
遠
野
）
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

	
	

・
佐
藤
和
光
（
矢
沢
）
タ
マ
ネ
ギ

●
果
実
部
門
（
総
出
品
数
62
点
）

	

最
優
秀
賞	

・
浅
沼
慶
宣
（
東
和
）
リ
ン
ゴ
・
ジ
ョ
ナ
ゴ
ー
ル
ド

	

優
秀
賞	

・
多
田
徹
（
花
巻
）
リ
ン
ゴ
・
ジ
ョ
ナ
ゴ
ー
ル
ド

	
	

・
布
澤
文
理
（
太
田
）
リ
ン
ゴ
・
ジ
ョ
ナ
ゴ
ー
ル
ド

	
	

・
古
川
重
勝
（
矢
沢
）
ブ
ド
ウ
・
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

	
	

・
伊
藤
忠
志
（
石
鳥
谷
東
）
西
洋
ナ
シ
・
ラ
・
フ
ラ
ン
ス

	
	

・
市
川
透
（
石
鳥
谷
東
）
リ
ン
ゴ
・
シ
ナ
ノ
ス
イ
ー
ト

	

優
良
賞	

・
菊
池
伸
也
（
西
和
賀
）
イ
チ
ゴ
・
赤
い
妖
精

	
	

・
中
島
明
子
（
矢
沢
）
ブ
ド
ウ
・
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

	
	

・
伊
藤
タ
ケ
（
石
鳥
谷
東
）
西
洋
ナ
シ
・
ラ
・
フ
ラ
ン
ス

	
	

・
小
原
克
巳
（
石
鳥
谷
東
）
西
洋
ナ
シ
・
ラ
・
フ
ラ
ン
ス

	
	

・
能
登
谷
芳
孝
（
石
鳥
谷
東
）
リ
ン
ゴ
・
早
生
ふ
じ

	
	

・
小
原
忍
（
東
和
）
リ
ン
ゴ
・
モ
ー
レ
ン
ズ

	
	

・
小
原
克
巳
（
石
鳥
谷
東
）
西
洋
ナ
シ
・
シ
ル
バ
ー
ベ
ル

	
	

・
菅
木
繁
（
東
和
）
リ
ン
ゴ
・
ジ
ョ
ナ
ゴ
ー
ル
ド

	
	

・
菅
木
武
彦
（
東
和
）
リ
ン
ゴ
・
ジ
ョ
ナ
ゴ
ー
ル
ド

	
	

・
宇
都
宮
邦
昭
（
石
鳥
谷
東
）
リ
ン
ゴ
・
ジ
ョ
ナ
ゴ
ー
ル
ド

●
花
卉
部
門
（
総
出
品
数
75
点
）

	

最
優
秀
賞	

・
菊
池
武
（
北
上
）
シ
ク
ラ
メ
ン
・
ロ
マ
ネ
（
５
寸
）

	

優
秀
賞	

・
岩
手
園
芸
（
矢
沢
）
プ
リ
ン
セ
チ
ア

	
	

・
小
田
嶋
正
一
（
北
上
）
リ
ン
ド
ウ

	
	

・
髙
橋
忠
孝
（
北
上
）
小
菊
・
み
な
み
（
白
）

	
	

・
菅
原
清
志
（
石
鳥
谷
）
リ
ン
ド
ウ
・
フ
ィ
ナ
ー
レ

	
	

・
三
浦
ヌ
イ
（
西
和
賀
）
リ
ン
ド
ウ
・
ア
ル
タ

	

優
良
賞	

・
内
記
哲
（
西
和
賀
）
リ
ン
ド
ウ
・
風
雅

	
	

・
㈱
誠
花
園
（
湯
口
）
リ
ン
ド
ウ
・
深
山
秋

	
	

・
高
橋
信
一
（
西
和
賀
）
リ
ン
ド
ウ
・
風
雅

	
	

・
東
海
林
保
（
西
和
賀
）
リ
ン
ド
ウ
・
風
雅

	
	

・
田
中
咲
夢
（
西
和
賀
）
リ
ン
ド
ウ
・
ホ
ワ
イ
ト
ハ
イ
ジ

	
	

・
田
中
勲
（
西
和
賀
）
リ
ン
ド
ウ
・
蒼
秋
の
風

	
	

	・
菊
池
ト
ミ
子（
北
上
）小
菊・ア
イ
マ
ム
オ
ー
タ
ム
ホ
ワ
イ
ト（
白
）

	
	

	・
菊
池
徳
人（
北
上
）シ
ク
ラ
メ
ン・フ
ァル
バ
ラ
ロ
ー
ズ（
５
寸
）

	
	

・
岩
手
園
芸
（
矢
沢
）
ガ
ー
デ
ン
シ
ク
ラ
メ
ン

	
	

・
浜
田
邦
幸
（
遠
野
）
ト
ル
コ
キ
キ
ョ
ウ
・
フ
ァ
イ
ナ
ル
ロ
ー
ズ

●
特
産
品
部
門
（
総
出
品
数
24
点
）

	

最
優
秀
賞	

・
佐
藤
サ
キ
子
（
矢
沢
）
菌
床
シ
イ
タ
ケ

	

優
秀
賞	

・
佐
藤
恵
（
矢
沢
）
菌
床
シ
イ
タ
ケ

	
	

・
佐
野
泰
彦
（
遠
野
）
菌
床
シ
イ
タ
ケ

	

優
良
賞	

・
佐
藤
洸
樹
（
矢
沢
）
菌
床
シ
イ
タ
ケ

	
	

・
菊
池
康
夫
（
東
和
）
菌
床
シ
イ
タ
ケ

	
	

・
金
沢
富
一
（
東
和
）
菌
床
シ
イ
タ
ケ

	
	

・
金
沢
ワ
カ
子
（
東
和
）
菌
床
シ
イ
タ
ケ

北
上
地
域
農
業
祭
農
産
物
共
進
会

　
「
第
25
回
北
上
地
域
農
業
祭
」
で
行
わ
れ
た
農
産
物
共
進
会

で
は
、
北
上
市
内
か
ら
組
合
員
の
皆
様
が
腕
に
よ
り
を
か
け

た
農
作
物
を
出
品
頂
き
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

※
敬
称
略
（
カ
ッコ
内
は
地
区
名
）

●
野
菜
の
部
（
総
出
品
数
81
点
）

	

最
優
秀
賞	

・
及
川
律
子
（
二
子
）
サ
ト
イ
モ

	

優
秀
賞	

・
髙
橋
ふ
じ
ゑ
（
藤
根
）
ネ
ギ

	

優
良
賞	

・
瀬
川
武
彦
（
二
子
）
ト
マ
ト

●
果
実
の
部
（
総
出
品
数
28
点
）

	

最
優
秀
賞	

・
八
重
樫
勝
利
（
更
木
）
リ
ン
ゴ
・
陽
光

	

優
秀
賞	

・
昆
野
勇
夫
（
口
内
）
リ
ン
ゴ
・
ジ
ョ
ナ
ゴ
ー
ル
ド

●
花
卉
特
産
の
部
（
総
出
品
数
64
点
）

	

最
優
秀
賞	

・
菊
池
徳
人
（
村
崎
野
）
シ
ク
ラ
メ
ン

	

優
秀
賞	

・
石
川
聖
孝
（
横
川
目
）
菌
床
シ
イ
タ
ケ

●
穀
類
の
部
（
総
出
品
数
27
点
）

	

最
優
秀
賞	

・
千
田
鈴
子
（
更
木
）
玄
米
・
ひ
と
め
ぼ
れ

●
米
お
よ
び
穀
類
部
門
（
総
出
品
数
１
６
８
点
）

	

最
優
秀
賞	

・
小
原
斎
（
石
鳥
谷
東
）
玄
米
・
ひ
と
め
ぼ
れ

	

優
秀
賞	

・
ゆ
い
宮　

葛
岡
英
輝
（
宮
野
目
）
玄
米
・
ひ
と
め
ぼ
れ

	
	

・
農
事
組
合
法
人
な
べ
く
ら
（
湯
口
）
玄
米
・
銀
河
の
し
ず
く

	
	

・
農
事
組
合
法
人
な
べ
く
ら
（
湯
口
）
玄
米
・
ひ
と
め
ぼ
れ

	
	

・
菊
池
長
悦
（
遠
野
）
玄
米
・
い
わ
て
っ
こ

	
	

・
田
中
ナ
オ
子
（
遠
野
）
サ
サ
ゲ
豆
・
金
時

	

優
良
賞	

・
小
原
君
雄
（
東
和
）
玄
米
・
ひ
と
め
ぼ
れ

	
	

・
菅
原
一（
東
和
）
玄
米
・
ひ
と
め
ぼ
れ

	
	

・
高
橋
祐
也
（
石
鳥
谷
東
）
玄
米
・
ひ
と
め
ぼ
れ

	
	

・
内
記
哲
（
西
和
賀
）
玄
米
・
あ
き
た
こ
ま
ち

	
	

・
新
田
庸
（
遠
野
）
玄
米
・
い
わ
て
っ
こ

	
	

・
継
枝
利
孝
（
石
鳥
谷
東
）
玄
米
・
ひ
と
め
ぼ
れ

	
	

・
農
事
組
合
法
人
た
ち
か
ら
（
宮
野
目
）
玄
米
・
ひ
と
め
ぼ
れ

	
	

・
農
事
組
合
法
人
イ
ー
ハ
東
部
銀
河
（
宮
野
目
）
玄
米
・
ひ
と
め
ぼ
れ

	
	

・
藤
原
忠
夫
（
石
鳥
谷
）
玄
米
・
ひ
と
め
ぼ
れ

	
	

・
中
島
賢
治
（
湯
本
）
玄
米
・
ひ
と
め
ぼ
れ

●
野
菜
部
門
（
総
出
品
数
１
７
９
点
）

	

最
優
秀
賞	

・
農
事
組
合
法
人
Ｈ
Ｈ
Ａ
泉
畑
（
太
田
）
ピ
ー
マ
ン

	

優
秀
賞	

・
佐
々
木
賢
一
（
石
鳥
谷
東
）
ネ
ギ

農
産
物
展
示
品
評
会

1

4

2

3

遠野
地域

第２５回ＪＡふれあいまつり
１０月６日（土）

in 蔵の道ひろば（遠野市中央通り）

ＪＡふれあい農業祭
１０月８日（月・祝）

in 宮守支店前駐車場（遠野市宮守町）

釜石市農業祭
１０月６日（土）

in 青葉通り（釜石市大町）

1		きなことあんこの餅振る舞い。12kgの餅を、
ＪＡ役員や農家組合長などが来場者に配りま
した

2	青年部はその場で焼いた熱々のイカを販売
3		女性部は「食堂コーナー」を開設。そばやうど
んを提供し、大好評！

4		遠野産のハクサイやダイコン、ニンジン、シ
イタケなど新鮮な野菜を大特価で販売

女性部が釜飯を炊き、炊きた
てを「いわて純情むすめ」がお
振る舞い

和牛部会はベーコンの串焼き
や牛肉を販売。買い求めるお
客さんで大盛況！

開会式で釜石商工高校の生
徒が虎舞を披露

会場では、「ラグビーワールド
カップ２０１９」に関するイベン
トも開催

焼きたての厚切りベーコンの試食販売のほか、
釜石産の豚肉を販売

農家組合長たちが餅をつき、
つきたて熱 を々お振る舞い

農業まつりSpecial Issue特集
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Ｊ
Ａ
は
食
農
教
育
事
業「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
ス
ク
ー

ル
」を
学
年
別
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
定
し
て
行
っ
て

い
ま
す
。
今
年
度
の
第
５
回
目
と
な
る
10
月
６
日

は
、
１
〜
６
年
生
ま
で
の
全
コ
ー
ス
合
同
で
実
施

し
、
参
加
者
全
員
で
出
来
秋
を
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
色
い
ろ
の「
し
ょ
く
」と
、
食

べ
る
の「
し
ょ
く
」。
５
月
に
１
〜
２
年
生
と
そ
の
保

護
者
が「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
ス
ク
ー
ル
体
験
田
」８
ａ
に

手
作
業
で
植
え
た「
ひ
と
め
ぼ
れ
」の
稲
刈
り
を
、
児

童
や
保
護
者
、
ス
タ
ッ
フ
な
ど
、
総
勢
約
１
３
０
人

で
行
い
ま
し
た
。児
童
た
ち
は
、

Ｊ
Ａ
職
員
か
ら
鎌
の
使
い
方
や

稲
の
刈
り
方
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
て
か
ら
田
ん
ぼ
に
入
り
ま

し
た
。
雨
後
の
田
ん
ぼ
だ
っ
た

た
め
、
泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が

ら
鎌
を
引
き
、
稲
刈
り
を
体
験

し
ま
し
た
。

　

稲
刈
り
で
力
作
業
を
し
た

あ
と
は
、
女
性
部
の
皆
さ
ん

の
指
導
の
も
と
ジ
ャ
ン
ボ
の

り
ま
き
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

の
り
を
ご
飯
粒
で
つ
な
げ
、

そ
の
上
に
ご
飯
、
玉
子
焼
き
、

キ
ュ
ウ
リ
、
か
に
か
ま
、
か

ん
ぴ
ょ
う
、
チ
ー
ズ
を
の
せ
、

こ
こ
か
ら
は
い
よ
い
よ
巻
く

作
業
。
み
ん
な
の
気
持
ち
を

ひ
と
つ
に
し
て
全
員
で「
せ

〜
の
」と
掛
け
声
を
出
し
、

協
力
し
て
き
れ
い
に
作

　

上
郷
支
店
は
10
月
15
日
、
遠
野
市
立
上
郷

小
学
校
の
５
年
生
16
人
や
Ｊ
Ａ
職
員
、
地
域

の
農
家
、
児
童
の
祖
父
母
と
共
に
、
三
世
代

で
の
稲
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
日
は
、
５
月
に
菊
池
正
則
さ
ん
の
田
ん

ぼ
８
ａ
に
、
児
童
が
手
作
業
で
植
え
た「
ヒ

メ
ノ
モ
チ
」の
稲
刈
り
と
は
せ
が
け
を
体
験
。

横
澤
優
良
さ
ん（
11
）は「
自
分
で
植
え
た
苗

が
こ
ん
な
に
大
き
く
な
っ
て
う
れ
し
い
」と

笑
顔
を
見
せ
、
菊
池
さ
ん
は「
継
続
は
力
な

り
。
こ
れ
か
ら
も
ほ
場
を
提
供
し
、
子
ど
も

た
ち
に
農
業
の
素
晴
ら
し
さ
や
大
変
さ
を
体

験
さ
せ
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

収
穫
し
た
米
は
、
同
校
の
収
穫
祭
で
振
る

舞
う
ほ
か
、
夢
産
直
か
み
ご
う
で
販
売
体
験

を
11
月
下
旬
に
行
う
予
定
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
や
花
巻
市
、
県
な
ど
で
組
織
す
る
花

巻
市
農
業
振
興
対
策
本
部
は
10
月
５
日
、
ブ

ド
ウ「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」を
使
っ
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
ス
イ
ー
ツ
発
表
会
を
開
き
ま
し

た
。

　

同
市
内
の
菓
子
店
８
店
舗
の
ゼ
リ
ー
や
タ

ル
ト
な
ど
が
並
び
、
公
募
で
集
ま
っ
た
10
組

20
人
が
旬
の
味
覚
を
味
わ
い
ま
し
た
。
参
加

し
た
阿
部
梨
紗
さ
ん（
26
）は「
粒
が
大
き
く

食
べ
応
え
が
あ
り
、
見
た
目
も
き
れ
い
」と

話
し
ま
し
た
。

　
「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」は
強
い
甘
み
と

マ
ス
カ
ッ
ト
香
が
あ
り
、
種
な
し
で
皮
ご
と

食
べ
ら
れ
る
品
種
。
平
成
30
年
は
同
市
内
で

2.4 

ha
、
49
人
が
作
付
け
し
ま
し
た
。
今
後
も

生
産
拡
大
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
完
成
し
た
23
ｍ
の
ジ
ャ

ン
ボ
の
り
ま
き
を
一
斉
に
持
ち
上
げ
、
児
童
た
ち

は
驚
き
と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。
完
成
後
は
女
性

部
が
作
っ
た
豚
汁
と
一
緒
に
全
員
で
お
い
し
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
か
ら
は「
鎌
を
使
っ
て
、
稲
刈
り
を

す
る
の
が
楽
し
か
っ
た
」「
ジ
ャ
ン
ボ
の
り
ま
き

は
具
が
飛
び
出
な
い
よ
う
に
、
巻
く
の
が
大
変

だ
っ
た
」と
い
う
感
想
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

和
賀
町
支
店
は
10
月
15
日
、
地
域
活
性
化

の
実
現
に
向
け
た
く
ら
し
の
活
動
の
一
環
と

し
て「
Ｊ
Ａ
ふ
れ
あ
い
健
康
セ
ミ
ナ
ー
」を
同

支
店（
北
上
市
和
賀
町
）で
開
き
ま
し
た
。

　

組
合
員
や
地
域
住
民
な
ど
24
人
が
参
加
。

小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
え
ん
で
の
小
原
千
恵

子
所
長
か
ら
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
介
護
施
設
に

つ
い
て
聞
き
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
手
順

や
種
類
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し

た
。
Ｊ
Ａ
岩
手
県
厚
生
連
の
津
川
雅
恵
さ
ん

は
糖
尿
病
予
防
に
つ
い
て
講
話
し
た
ほ
か
、

簡
単
な
健
康
維
持
体
操
を
紹
介
。
参
加
者
全

員
で
実
践
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
男
性
は「
体
操
が
参
考
に
な
っ

た
。
今
後
の
生
活
に
取
り
入
れ
た
い
」と
話

し
ま
し
た
。

　

花
巻
市
大
迫
町
の
鶴
尾
集
落
は
10
月
１

日
、
大
迫
保
育
園
児
を
招
き
、
サ
ツ
マ
イ
モ

の
収
穫
や
焼
き
芋
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
園
児
と
の
交
流
で
地
域
の

活
性
化
を
目
指
そ
う
と
同
集
落
が
毎
年
実
施

し
て
い
ま
す
。
同
日
は
20
人
の
年
長
児
た
ち

が
畑
に
入
り
、
土
を
掘
り
起
こ
し
た
り
、
つ

る
を
引
っ
張
っ
た
り
し
て
収
穫
。
収
穫
後
は

集
落
の
方
が
用
意
し
た
焼
き
芋
を
味
わ
い
、

「
甘
い
」「
お
い
し
い
」と
ほ
場
は
園
児
た
ち

の
楽
し
げ
な
声
が
響
き
ま
し
た
。

　

藤
館
心
咲
ち
ゃ
ん（
６
）は「
初
め
て
で
楽

し
か
っ
た
。
自
分
で
掘
っ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を

食
べ
る
の
が
楽
し
み
」と
笑
顔
を
見
せ
ま
し

た
。
同
集
落
の
菊
月
眞
一
代
表
は「
台
風
が

心
配
だ
っ
た
が
、
無
事
に
収
穫
体
験
が
で
き

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
見
れ
て
よ
か
っ
た
。

自
分
で
掘
っ
た
も
の
を
食
べ
、
少
し
で
も
農

業
に
興
味
を
も
っ
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
」と

話
し
ま
し
た
。

稲刈りとジャンボのりまきに挑戦 　ちゃぐりんスクール全コース合同で開催

三世代で稲刈り交流 　上郷小学校５年生が体験

「シャインマスカット」で新作菓子 　オリジナルスイーツ発表会

介護・糖尿病予防について理解深める 　和賀町支店で「ＪＡふれあい健康セミナー」

実りの秋到来 　大迫保育園がサツマイモ収穫体験

ぽらーのNEWS地 域 の 話 題 – Topic of  reg ional

稲の束ね方を教わる児童

花巻産シャインマスカットを使ったオリジナルスイーツ発表会

健康維持体操を実践する参加者たち

一
生
懸
命
サ
ツ
マ
イ
モ
を
収
穫
す
る
園
児

2 0 18 .11 2 0 18 .11

3

12

1一生懸命稲を刈り取る児童
2女性部に教わりながら具を並べる
　児童たち
3完成した23ｍジャンボのりまき！
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農業と組 合員を結 ぶ 営農 情 報あぐりネット
E I N O U  I N F O R M A T I O N

ぽらーの
広場

ぽらーの広場は、読者の皆様との交流の場です。
皆様からテーマにちなんだお便りを募集し、
紹介しています。

今月のテーマ

来月のテーマ（１月号掲載）「2019年の抱負」応募締切／12月10日（月）消印有効

嬉しかった言葉

テーマにちなんだエピソードを募集します。
今年もそろそろ終わりですね。来年への意気込みをお送りください。
応募方法：  ①テーマにちなんだお話②郵便番号・住所・氏名・年齢・電話番号③ペンネーム④ＪＡや広

報誌に関するご意見・ご感想を記入の上、はがきまたはメールにてご応募ください。
右記のQRコードからのご応募もできます。

※投稿頂いた中から内容を誌面に掲載させて頂きます。ペンネームが無い場合はイニシャルでの掲載になります。
●はがき：〒 025-8504 花巻市野田 316-1　ＪＡいわて花巻組織広報課「ぽらーの広場」宛
●メール：polano@jahanamaki.or.jp ●当選者の発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。

5名様にプレゼント！

銀河のしずく（3㎏）

孫に「おばあちゃんの周りってすご
い人ばかりいるよね」と言われまし
た。その人々を孫にも伝えていきた
いです。       （北上市・かすみ草）

孫娘に「ばあちゃんの漬物が食べた
くなったから送って」と言われ嬉しく
なりました。頑張って作ろうと気合
いが入りました。（北上市・もちもち）

「母さん来ないから緊張したよ」と、
中学校野球部投手の息子が私に
いった言葉。息子はもう39歳。

（花巻市・瞬バーチャン）

家庭での心配事が重なったとき「苦
するな」とだけ言われた一言が忘れ
られません。肩の重荷がスッと軽く
なりました。         （花巻市・M.I）

家が隣の幼なじみが、私のことを
「隣じゃなかったらほっとかない」
と言っていたと聞いて嬉しかったで
す。                （花巻市・キュン）

「先生、あのね。」日々の悩みを担
任の私に話そうとする時の子ども
の一言が自分を頼りにしてくれてい
る証。               （北上市・UFO）

JAいわて花巻
応募フォーム

https://www.jahanamaki.or.jp/entry/index.php

●お問い合わせ先：営農部生産資材課　☎ 0198-22-6192 または、最寄りのグリーンセンターまで

11月の定休日 12月の定休日 営業時間
花 巻 11/4（日）・11/18（日） 12/2（日）・12/16（日）

8：30～17：00

石 鳥 谷 11/10（土）・11/24（土） 12/8（土）・12/22（土）
大 迫 土・日・祝日 土・日・祝日
東 和 11/3（土）・11/17（土） 12/15（土）
北 上 11/11（日）・11/25（日） 12/9（日）・12/23（日）
西 和 賀 土・日・祝日 土・日・祝日
遠 野 11/10（土）・11/24（土） 12/8（土）・12/22（土）

各グリーンセンター定休日
11・１２月の定休日と営業
時間は次の通りです。ご確
認の上ご来店ください。
※ 定休日と営業時間はそれぞ

れの店舗によって異なります
のでご確認ください。

※ 右記のほかに、11月30日㈮
が第3四半期決算棚卸しの
ため全店舗休業します。

「二子さといも」がＧＩ登録！ブランド力強化へ

JA管内の生産者が活躍中！

◆県内４件目の登録
　北上市二子地区を中心に栽培している「二子さとい
も」は９月27日、地理的表示（GI）法に基づき農林水
産大臣登録第68号としてGI登録されました。
　ＧＩ保護制度は、農林水産物や食品のうち、名称か
ら産地が分かり、品質や特性が産地と結び付いている
ものを知的財産として保護する制度。「二子さといも」
は県内で４件目の登録で、農産物では初めてとなりま
す。
　登録に向け、平成29年６月に生産者や県、北上市、
ＪＡなどで構成する二子さといも協議会を設立。同年
８月に国へ申請しました。国に認められた地域ブラン
ドの証であるGIマーク品であることを広くPRするため
同協議会では今後、包装資材への印刷やパンフレット
への掲載を行い、知名度向上やブランド力の強化に取

◆第62回岩手県畜産共進会黒毛和種の部
　9月26日に中央家畜市場（岩手郡雫石町）で開か
れ、県内から73頭が出品。６つの区分で審査し、各区
の１～３等賞を表彰しました。JA管内から多数の方が
入賞しました。
１等賞

【第１区】菊池皓太さん（北上市）
【第３区】㈲すぐね　鈴木貞裕さん（花巻市）
２等賞

【第４区】立川目勝さん（花巻市）
【第４区】川村茂樹さん（花巻市）
【第４区】鎌田壮昭さん（花巻市）
３等賞

【第１区】高橋華絵さん（花巻市）
【第１区】多田　恵さん（遠野市）

り組みます。
　同協議会の小原富美雄会長は「登録に向けて準備
を進め、実際に登録されて嬉しい。ＧＩ登録後の消費
者の反応が楽しみ」と話しました。
◆受賞を報告
　小原会長などは
10月18日、本店を訪
れ、阿部勝昭組合長
にGI登録について
報告しました。阿部
組合長は「登録によ
り機運が高まった。
今後も生産維持・拡大できるようＪＡもサポートしてい
く」と力強く話しました。

【第２区】高橋政吉さん（花巻市）
【第２区】佐々木忍さん（遠野市）
◆功労者表彰
　9月26日に中央家畜市場（岩手郡雫石町）で開か
れ、当ＪＡからは2人が表彰されました。
【登録事業功労者表彰】
小原勝男さん
　いわて和牛中央育種組合育種推進委員長として、
鳥取系を中心とした育種・改良に努めたことなどが評
価されました。
【会員農家特別表彰】
高橋政吉さん
　東日本共進会や岩手県共進会に出品し、優秀な成績
を収め良牛生産に尽力。また和牛部会のリーダーとして、
地域和牛振興に貢献したことなどが評価されました。

農産物直売所　母ちゃんハウスだぁすこ

2 0 18 .11 2 0 18 .11

園 芸

畜 産

投稿を頂いた方の中から
抽選で、今月は

花巻りんご
　　ジュース

をプレゼント！
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花巻黒ぶだう牛
精肉販売を開始！

「花巻黒ぶだう牛」の“黒ぶだう”は、花巻の偉人・宮沢賢治の寓話
「黒ぶだう」からいただき、名付けました。

①花巻市内の肥育農家で肥育された黒毛和種の牛肉であること。
②㈱エーデルワインが製造した、ブドウの絞りかす飼料を肥育期間
中に「日量300g以上、３カ月以上」給与したものであること。

③枝肉格付で３等級以上であること。

ブドウの
収穫

　農産物直売所「母ちゃんハウスだぁすこ」は、花巻産ブランド牛「花巻黒ぶだう牛」の
精肉販売を「第２０回農業まつり」に合わせて、１０月２０日から始めました。「花巻黒ぶだ
う牛」の常設販売は初めてとなり、同店舗では以前から販売しているＪＡ管内の飼料用米
を食べて育った豚「茶美豚」と合わせ、当ＪＡに関するブランド牛・豚を取り扱っています。
　「花巻黒ぶだう牛」は、ブドウの絞りかすを給与した黒毛和種。花巻市内の肥育農家
が肥育している貴重な牛肉で、さらりとした脂と豊かな風味が特徴です。

ブドウを発酵
させてから搾る

ブドウの絞り
かす飼料の完成

花巻黒ぶだう牛の
完成

「花巻黒ぶだう牛」ができるまで「花巻黒ぶだう牛」ができるまで「花巻黒ぶだう牛」ができるまで

名前の由来 基　準

牛舎に運んで
牛に給与

（１日３００ｇ以上・
  ３カ月以上給与）



※「役員室より」はお休みです。

　地域コミュニティの維持と活性化
を目指し、「くらしの活動大会」を開
催します。
■日時
　12月１日(土)　午後１時開始
　※受付は午後0時30分から
■場所
　ＪＡ総合営農指導拠点センター

　(花巻市野田335-2)
■参加対象者　組合員・地域住民
■内容
　記念講演
　　タレント　島田洋七氏
■入場料　1,000円
■募集人数　定員…150人
　※定員になり次第締め切ります
●お申込み・お問い合わせ
　最寄りの支店管理課
　または企画部組織広報課まで

☎0198-29-4011

　JAでは子育て中の女性とその家族の
皆さんが気軽に集まれる憩いの場とし
て、毎月第４金曜日に「わいわい子育
てフリースペース」を開設しています。
■日時
　11月16日(金)午前10時〜正午
　※�11月は第４金曜日が祝日のため第

３金曜日となります。
■内容
　ミニ収穫祭
　�旬の野菜がもりだくさんのひっ
つみを食べよう

■参加費　300円
■場所
　�農協野田神社「洗心館」

(JA本店北側隣り)
●お問い合わせ
　企画部組織広報課

☎0198-29-4011

　これからの時期、早い夕暮れや、降雪や気温の低下による路面の凍結
など、運転にはより一層注意が必要です。また、事故が多発するのもこの
時期です。
　車両共済（全損害担保）加入の場合は、以下のような事に遭遇しても
バッチリ保障します！

☆スリップしてガードレールに衝突した
☆走行中に動物（シカやタヌキ）と衝突し破損した
☆当て逃げされた
☆無保険の相手に賠償してもらえない
☆車を盗まれた

愛車への保障を今一度見直し、
車両共済への加入を検討してみてはいかがでしょうか？

次
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
全
議
案
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
９
回
理
事
会
　
開
催
日
：
10
月
26
日（
金
）

■
決
議
事
項

第
１
号
議
案　

�

固
定
資
産
（
東
和
園
芸
セ
ン
タ
ー
土
地
）
の

取
得
に
つ
い
て

第
２
号
議
案　

�

２
億
円
超
の
信
用
の
供
与
等
の
決
定
に
つ
い
て

第
３
号
議
案　

米
穀
共
同
計
算
委
員
の
選
出
に
つ
い
て

次
の
事
項
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

第
９
回
監
事
会
　
開
催
日
：
10
月
26
日（
金
）

■
協
議
事
項

⑴　

�

平
成
30
年
度
上
半
期
仮
決
算
監
査
報
告
書
の
作
成
に
つ

い
て

⑵　

予
備
調
査
を
依
頼
す
る
会
計
監
査
人
候
補
者
に
つ
い
て

I n f o r m a t i o n

愛車の保障は JA 共済にお任せあれ！

●お問い合わせ：最寄りの各支店共済窓口まで

わいわい子育てフリースペース
みんなでたのしくあそぼう！

結びつき強化！
「くらしの活動大会」を開催

●
理
事
会
だ
よ
り

●
監
事
会
だ
よ
り

2 0 18 .11 2 0 18 .11

組合員の皆様へ
ＪＡの自己改革に関する組合員アンケートを実施します

アンケートご協力のお願い

　JAグループは「農業者の所得増大・農業生産の拡大」「地域の
活性化」「結びつき強化」の3つの基本目標を掲げ、地域農業の振
興や地域づくりに向けた自己改革に取り組んでいます。
　JAいわて花巻では、この度、より一層組合員の皆様の負託に
応えるため、自己改革の取り組みに対する皆様の評価をお伺いす
る「組合員アンケート」を右記の通り実施いたします。
　組合員の皆様からいただいた評価が、今後、政府が行う農協改
革におけるJA事業のあり方の検討においても重要となります。
誠に恐縮ではございますが、アンケートの趣旨をご理解いただき、
何卒ご協力いただきますようお願い申し上げます。

■ 期　間
平成30年12月〜平成31年２月

■ 対象者
組合員（世帯ではなく個人を対象実施）

■ 内容・注意点
　①ＪＡ職員が組合員宅を訪問し、アンケートの趣旨をご説明いた
　　します
　②個人情報（氏名・住所）等の調査項目はありません
　③契約を勧めたり、金銭を要求することはありません
　④不信と思われるときは、すぐにＪＡまでお問い合わせください
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ふ う し ゅ て ん け い

風趣点景
管 内 四 季 だ よ り㉜

⓾
月
は
各
地
域
で
、
農
業
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
本
店
で
の
農
業
ま
つ
り
は

好
天
に
恵
ま
れ
、
多
く
の
皆
さ
ま

に
ご
来
場
い
た
だ
き
大
盛
況
に
終

わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た

来
年
も
、
楽
し
み
に
し
て
い
て
く

だ
さ
い
ね
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
終

わ
る
と
季
節
は
冬
へ
と
移
行
し
ま

す
。
周
囲
の
緑
が
、
赤
や
黄
に
色

づ
き
、
銀
世
界
へ
と
変
わ
っ
て
い

き
ま
す
。
⓾
月
㉙
日
に
は
岩
手
山

の
初
冠
雪
の
便
り
が
届
き
ま
し
た
。

日
没
も
早
ま
り
、
朝
晩
の
冷
え
込

み
も
強
く
な
る
の
で
冬
へ
の
備
え

を
万
全
に
し
ま
し
ょ
う
。 

﹇
木
村
﹈

先
日
、「
小
岩
井
農
場
の
一
本
桜
」

で
星
空
の
写
真
を
撮
影
し
て

き
た
。
現
地
に
到
着
し
車
を
降
り

る
と
、
暗
闇
の
中
に
数
人
の
人
影

が
…
。
声
を
掛
け
る
と
、
聞
き
慣

れ
な
い
言
葉
が
返
っ
て
き
た
。
―

そ
う
、
そ
こ
に
い
た
の
は
外
国
人
。

家
族
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
や
っ

て
き
た
と
い
う
。
片
言
の
英
語
と

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
翻
訳
機
能
を

使
い
少
し
話
し
た
。
旅
行
で
東
北

を
巡
っ
て
い
る
事
、
私
が
趣
味
で

風
景
を
撮
影
し
て
い
る
事
。
県
内

で
撮
影
し
た
写
真
を
見
せ
る
と
、

「beautiful

」
と
、
ど
れ
も
感
動
し

て
い
た
。
日
本
の
自
然
や
四
季
の

素
晴
ら
し
さ
に
改
め
て
気
付
か
さ

れ
た
、
満
天
の
星
空
に
も
劣
ら
ぬ

素
敵
な
出
会
い
だ
っ
た
。 

﹇
佐
藤
﹈

　

遠
野
市
土
淵
町
山
口
集
落

に
あ
る
茅
葺
の
水
車
小
屋
。

「
遠
野
遺
産
第
九
号
」に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
遠
野
の
農

村
風
景
を
象
徴
す
る
建
物
の

一
つ
で
す
が
、
老
朽
化
が
進

み
、
28
年
春
に
修
復
さ
れ
ま

し
た
。

　

新
し
い
水
車
小
屋
は
ふ
き

替
え
ら
れ
外
壁
も
き
れ
い
に

な
っ
て
い
ま
す
。
水
車
本
体

は
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
古
き

水
車
の
よ
う
に
み
え
ま
す
。

　

改
修
さ
れ
た
新
し
い
水
車

小
屋
。
こ
れ
か
ら
も
、
地
域

の
文
化
的
景
観
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
末
永
く
後
世
に
伝
え

て
く
だ
さ
い
。 写真・文／高沢 翔（西和賀町沢内）

西和賀町をメーンに風景写真を撮っている写真家。
ホームページ「高沢翔写真館」 http://shou.eek.jp

「未来への遺産」
遠野市土淵町（山口の水車小屋）
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